
東北農業研究（Tohoku Agric．Res．）43，181－182　日990）

系統豚（イワテハヤチネW）の肥育期における発育曲線の検討

吉田　力・佐藤直人・下　弘明

（岩手県畜産試験場）

An Analysis of Growth Curve of a Pig Strain．“Iwatehayachine W”，during Fattening

Chikara YosHIDA，Naoto SATOH and HiroakiSHIMO

（lwate PrerecturalAnimalHusbandry ExperimentSLation）

1　は　じ　め　に

肥育豚の発育ステージと体組成蓄積の関連等については，

日本飼養標準の中で検討され，体重とその時の増体重から

赤肉と脂肪の蓄積割合を算定する式が提示されている㌔

ここでは，この発育速度が体組成蓄積に関連することを前

提に，当場で造成された系統豚の特性把握とその管理マニュ

アルの作成の素材を得ることを目的に，肥育期の発育速度

の推移の把握並びにその発育形態と枝肉形質との関連性に

ついて検討する。

2　試　験　方　法

供試豚は，大ヨークシャー種去勢雄豚で，系統造成中の

13頑を含めた121頑で（表1），体重測定は，30kg以降毎週

行い，105kgを目処に仕上げ．約20時間絶食後皮剥ぎ法に

より屠殺した。枝肉調査は，24時間冷却後の左半丸につい

て豚産肉能力検定方法に準じて行った。一日平均増体重

（DG）は，体重30kg以降10kg間隔の到達‖齢を測定デー

タの線形補正により求め，各体重間について計算した。発

育曲線は，体重10kg間隔のDGを用いて，発育速度の推移

として捉え，体重を独立変数とした垂回帰式を求めた。ま

た，体重20kg間隔のDGを変数とした主成分分析を行い，

発育形態と枝肉形質の関連性についての検討も試みた。

表1供試豚の生産時期，飼養管理方法

生産時期 頭数
給 与 飼 料 飼 養 方 法

前 期　 後 期 群 飼　 給 餌

198 5．7 －8

198 6．8 －9

6 市 販　 検 定 2　頭

7 検 定　 検 定 2　頑

64 市 販　 市 販 一部 8 頭　 不 断

】98 7．2 －3 2 1 市 販　 市 販 2　頭

198 9．1 －3 23 市 販　 市 販 2　頗

注．飼料成分　市販　TDN77，0％，DCP13．0％以上
保証

検定　TDN70．1％，DCP12．5．％

3　試験結果及び考察

（1）発育速度の推移

体重ごとの到達日齢は，体重30kg時71，3日．仕上げ時体

重107．1kg，163．2日であった（表2）。体重10kg間隔のDG

は，体重60－70kg問の987kgをピークとした2次曲線的推

移を示し．その回帰式は

Y＝27．685X－0．2065XZ＋64．18　R2＝0．956

であり，体重70－90kg間の850gをピークとしている飼華

棲準に対し，本系統は発育速度のピークがより早い時期に

見られ，かつその絶対値が大きい傾向にあった（図1）。

表2　体重到達日齢
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図1　DGの推移

注．一一回帰式推定値　＋測定値　・一・飼養標準算定値

このことは，改良過程で体重30～90kg間DGが約200g増

加している具体的事象と推察された日。そして．発育形態

の変化に対応した養分要求星を把握・給与することにより，

体組成の改良をより効率的に進めることができるとも考え

られた。また，体重30－90kg間DGと生時～107，30～107

kg間DGとに0．848．0．933の相関があり，改良時の検定体

重を市場流通体重へ補正することがおおむね可能ではない

かと考えられた。
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蓑3　因子負荷量と寄与率並びに標本スコアーと
生時～仕上げ間DGの相関係数

変　　　 数
主　　 成　　 分

1　　　　　 2　　　　　 3

X l ：D G　 0 －　 30 －0 ．002　　　 0．952　　 －0．310

Ⅹ 2 ：D G 3 0 －　 50 － 0．637　　 － 0．38 0　　 －0．588

Ⅹ 3 ：D G 50 －　 70 －0 ．839　　　 0．22 1　　 0．009

Ⅹ4 ：D G 70 －　 90 － 0．889　　 － 0．075　　　 0．009

X 5 ：D G 9 0 － 107 －0 ．786　　　 0．154　　　 0．457

累積寄与率　　　0．504　　　0．729　　　0．859

相　関　係　数　　－0．91　　　0．36　　～0．10

く標本スコアー：DGO－川7〉

裏4　第1，2主成分での分類

項　　　目

一」竺竺塁
頭　　　　数（頑）

DG生時107（g）
背恩　長l（Ⅷ）

屠　体　幅（cm）

EM　　（d）

BF背　（cn）

格付上物率（％）

分類1分粗2　分頸3　分頸4

一一」一

25　　　34　　　38

6】8　　591　　726

70．6　　71．5　　72．】

35．1135．6　35，3　34．9

23．1　23．6　　21．3

1．89　1，67　1．75

74．3　　47．1　57．9

24

673　◆●　3　412

72．9　■■　4　3　21

34．7　日】2　3　4

22，Ⅰ＝　2I　4　3

1．80　←14　3　2

54．2

注．】）分類の符号区分　＋二三0　－：く0

2）●●：P＜0．0】　■：P＜0．05

（2）発育パターンの分規

主成分の選定の目安は，累積寄与率0．8とされており2），

成分3までが採択されることとなったが，平面的検討がで

きるよう成分2までを用いた。因子負荷舅から，成分1は，

DGが大きくなるほど負の方lL】に大きくなる成分であり，

生時～107kg間1）Gと－0．91の相関があった。成分2は，生

時～30kg間DGと嬢い正の関係があり，以降負，正の符号

を繰り返しながら関係度合は漸次′トさくなっており，初期

のnGが大きく，以降停乱増大を繰り返すほど正の方向

に大きくなる成分と考えられた（表3）。接木スコアーの

符号で分類したグループ間の相対的な比較では（表4，図

2），成分1：＋．成分2：＋の分類1は初期速度：大，

以降／卜　＋．－の分類2は全期間小，1－㌧　十の分類3は全

期間大，－，一一の分類4は初期速度：′巨以降大という発

育形態であり，個寺－107kg間Ⅰ）Gは分類3，4，1，2の

順であった。分類された発育形態と枝肉形質の関連は．背

腰良Ⅲは分校4，3，2，1，屠体幅は分類1，2．3，

4の順で人きく，全期間のDGが大きく，かつ特に体重30

～50kg間DGの人ささの順とよく連動し，1）Gが大きいほ

ど長く，細くなる傾向にあった。ロース断面積（EM）は，
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図2　DGの推移（主成分分類別）

往・－■一分観Ⅰ　可h・分類2　　－●一分頓3　－－▲・・分額4

2，1，4，3の順で大きく，全期間のDGが大きいほど

小さい傾向にあった。また，脂肪蓄積と関連の深い背脂肪

厚は，分類1．4，3．2の順で大きく，今回の発育形態

分類との関連性は明確にされず，主成分3以降も取り入れ

た分頬が必要と考えられた。

4　ま　　と　　め

体重10kg間隔のDGは，体重60－70kg間の987kgをピー

クとした2次曲線的推移を示し，本系統の発育速度は，改

良の結果，そのピークがより早いステージに移行し，かつ

絶対値が大きくなったものと考えられた。また，改良時の

検定体重30～90kg間DGと生時～107，30～107kg間DGと

に0．848，0．933の相関があり．改良時の検定体重を市場流

通体重へ補正することがおおむね可能と考えられた。体重

20kg間隔のⅠ）Gを変数とした主成分分析により分類された

発育形態と枝肉形質の関連は，背脂肪厚については，明確

な区分はなされなかったが，長さ・幅の形質が全期間DG

＋体重30～50kg問DGと良く連動した。以上から．発育の

改良により，その形態に変化があること，そして発育形態

が枝肉形質に影響することは示唆されたが，体組成とより

良く連動した発育形態の分類手法については，更に検討を

加える必要があるものと考えられた。
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